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基本目標１    　みんなが主人公になれるまちづくり  (～できることをやってみよう～)
基本
計画

主な取り組み
※（　 ）の標記については懇談会での設問となります取り組む方向

主に進めるところ 市民の評価(※上段：参加者数／下段：実践者数)

市
民

感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を
育
て
よ
う

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

団
体
社
協
行
政
中郷
9名

9

6

8

6

5

3

5

5

2

4

1

0

6

6

6

6

6

6

4

4

4

3

4

4

8

6

6

7

1

7

5

5

5

5

0

1

1

6

6

6

0

6

38

38

37

37

17

27

磯原
5名

華川
6名

関南
4名

大津
8名

平潟
5名

関本
6名

合計
43名

％

88.37％

88.37％

86.05％

86.05％

39.53％

62.79％

地域福祉に
関心を持とう

福祉の心を
　　　育もう
（家庭・学校・地域）

参加の輪を
　　　広げよう

福祉に関する研修会や講座に参加します
（福祉に関する研修会や講座に参加しましたか）

ボランティアや地域福祉活動への理解を深めます

地域福祉活動を行う際に全ての人が参加しやすい工夫をします
（あなたが、地域福祉活動に参加するとき、友人・知人に声を掛けたことがありますか)

親子で福祉について考える機会をつくります

福祉教育推進のためのネットワークをつくります
（子どもたちの登下校の見守り活動に参加したことがありますか）

地域の特色を生かした福祉教育を展開します

学校などが行う福祉学習に協力します
（学校などが行う福祉学習に参加したり、協力したりしましたか）

ボランティア活動の拠点となるボランティアセンターを活用します
（ボランティアセンターを利用したことがありますか）

ボランティアに関する分かりやすい情報を発信します

親子で一緒にボランティア活動をします
（親子で一緒にボランティア活動をしたことがありますか）

ボランティア講座・研修会の場を設け、意識を高めます

基本目標２   　みんなとともにいきるまちづくり  (～つながろう～)
基本
計画

主な取り組み
※（　 ）の標記については懇談会での設問となります取り組む方向

主に進めるところ 市民の評価(※上段：参加者数／下段：実践者数)

市
民

地
域
の
人
々
と
つ
な
が
ろ
う

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

団
体
社
協
行
政
中郷
9名

9

9

9

8

5

5

5

5

5

5

5

6

7

4

3

4

4

4

4

4

6

4

8

0

6

5

4

4

3

0

3

2

3

3

3

37

34

40

27

26

磯原
5名

華川
7名

関南
4名

大津
8名

平潟
5名

関本
6名

合計
44名

％

84.09％

77.27％

90.91％

61.36％

59.09％

市民活動に目を
　　　向けよう
（環境づくり）

地域福祉活動を
　活性化しよう
（社協支部の強化）

地域で交流を
　　　　もとう
（たまり場づくり
・サロン活動）

誰でも市民活動に参加しやすい環境づくりをします

団体等の活動内容の周知や仲間づくりに努めます

関係団体との情報交換や交流を深め活動の輪をひろげます

ひとり暮らし高齢者などにふれあいサロンの参加を呼びかけます
(高齢者サロンを知っていますか。また、自ら参加したり、ＰＲしたことがありますか）

支部ごとに住民懇談会を開催します

世代間交流の場をつくります

地域での見守り活動を進めます（ご近所声かけ隊等）
(高齢者や児童などを見守る活動に参加したことがありますか）

社協支部の活動を充実させ、地域にあった福祉活動を進めます
(社協支部の活動に協力したことがありますか）

気軽に集まれる場をつくります
（近所に、気軽に集まれる場（お茶のみ場）はありますか)

世代間交流の機会をつくります

高齢者や子育て等のサロン活動を支援します
(高齢者や子育て等のサロンに参加協力したことがありますか)

　　　１　第１次地域福祉活動計画の評価

⑴市民の取組みと意見
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基本目標３   　みんなが安心して暮らせるまちづくり  (～支えあおう～)
基本
計画

主な取り組み
※（　 ）の標記については懇談会での設問となります取り組む方向

主に進めるところ 市民の評価(※上段：参加者数／下段：実践者数)

市
民

み

　ん
　な
　で
　見
　守
　ろ
　う

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

団
体
社
協
行
政
中郷
9名

9

4

9

5

6

9

3

5

7

3

5

5

4

5

4

5

5

4

3

4

4

4

7

0

7

5

5

7

5

5

3

5

5

3

2

2

3

2

2

0

4

1

2

4

8

8

8

8

1

7

7

8

7

3

8

6

6

6

0

4

6

6

5

6

1

4

6

6

6

6

6

6

4

4

4

3

4

44

30

43

31

29

42

29

34

32

21

34

磯原
5名

華川
7名

関南
4名

大津
8名

平潟
6名

関本
6名

合計
45名

％

97.78％

66.67％

95.56％

68.89％

64.44％

93.33％

69.05％

80.95％

76.19％

50.00％

80.95％

地域に目を
　　　向けよう

困ったら
　　相談しよう
（情報の共有）

子どもが健やかに
育つまちづくりを
しよう

高齢者が生きが
いをもてるまち
づくりをしよう

障がい児・者が
暮らしやすい
まちづくりを
しよう

自分の住んでいる地域に目を向けます
（隣近所の人とお付合いがありますか)

地域のニーズの把握に努めます
（「困ったこと」や「心配ごと」を隣近所に相談したり、されたりすることがありますか)

「困った時はお互いさま」の意識を高めます
（隣近所の人とお互いに協力し合うことがありますか)

自治会・常会などで集まる機会を増やします
（日頃から、自治会・常会等で集まる機会はありますか)

気軽に情報交換や相談できる場をつくります

子育てをサポートするしくみを充実させます

専門機関につなぐことのできるネットワーク体制をつくります

登下校時における見守り活動の充実を図ります
（子どもたちの登下校の見守り活動に参加したことがありますか)

関係機関・団体と協働して、世代間交流の場をつくります

誰とでも気軽にあいさつできる関係をつくります
（いつでも、子どもたちに挨拶してますか)

生きがい講座・サロン活動を充実させます
（習い事や趣味活動等のサークルに参加したことがありますか)

知識や技術を生かす機会をつくります
（自分の経験や体験を子どもたちに伝えたことがありますか)

介護予防の充実を図ります
（健康維持のために、日頃から運動をしていますか)

「まち点検」を行い、危険個所の解消に努めます
（近所に危ない場所（例）交通量が多いのにガードレールがない等）はあり
ますかまた、それを誰かに相談したことがありますか)

障がい児・者のニーズの生活を支えるための福祉活動を進めます
（日頃から、障がいを持った人の手助けを心掛けていますか)

学校行事、町内会の行事をとおして世代間交流の場をつくります

障がい児・者のニーズの把握に努めます
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基本目標４    　みんなですすめるまちづくり  (～みんなの力で～)
基本
計画

主な取り組み
※（　 ）の標記については懇談会での設問となります取り組む方向

主に進めるところ 市民の評価(※上段：参加者数／下段：実践者数)

市
民

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

団
体
社
協
行
政
中郷
8名

8

8

8

8

8

8

0

7

0

6

6

6

4

4

0

4

4

5

5

3

4

2

3

5

3

4

4

4

3

1

2

4

8

8

8

8

8

8

8

8

5

5

5

5

5

0

5

5

5

5

5

5

5

5

2

3

33

41

41

39

37

28

20

36

磯原
6名

華川
5名

関南
4名

大津
8名

平潟
5名

関本
5名

合計
41名

％

80.49％

100.00％

100.00％

95.12％

90.24％

68.29％

48.78％

87.80％

人を育てよう
（人材の育成)

地域の支えあう
力を高めよう

行政や他分野と
連携しよう

みんなの計画を
　みんなで
　　進めよう

地域で活躍してくれる人材を掘り起こします
(地域でリーダーになって活躍してくれる人はいますか）

市民の参加を進めて地域福祉活動を充実させます
(ボランティア活動などに参加したことがありますか）

ぬくもりのあるネットワークをひろげます
(隣近所の人とお互いに協力し合うことができますか）

誰もが助けあえる仕組みをつくります

ボランティアや市民活動団体等の担い手を養成します

地域福祉活動を進めるためのリーダーを育成します

市民、団体、行政がお互いに連携します
（行政や地域の団体等と協力して、活動に取り組んだことがありますか)

分野ごとの特色を生かした活動を進めていきます
（自ら進んで活動をしたことがありますか)

地域福祉活動をサポートする体制をつくります

各地区にあった活動を進めていきます
（地域の特色ある活動はありますか)

取組み委員会(仮称）で計画の進み具合について話しあいます
（活動計画の進み具合について関心がありますか)

社協支部が中心となって、新たな地域の生活課題に取り組みます
（社協支部の活動に協力したことがありますか)
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基本理念　　誰もが安心して暮らせるわたしたちのまち北茨城
基本目標１　　みんなが主人公になれるまちづくり　～できることをやってみよう～

基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

感
　謝
　と
　思
　い
　や
　り
　の
　心
　を
　育
　て
　よ
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 

潟
大 

津
関 

南
華 
川

磯 
原

中 
郷

地域福祉に
関心を
もとう

福祉の心を
育もう
家庭・学校・（　地　域　）

福祉に関する
研修会や講座に
参加します

地域福祉活動を
行う際に全ての
人が参加しやす
い工夫をします

福祉教育推進の
ためのネットワー
クをつくります

ボランティアや
地域福祉活動へ
の理解を深めます

親子で福祉に
ついて考える
機会をつくります

福祉に関する研修会や講座を知らなかった
広報周知をもっとする必要がある
交通の便を良くして欲しい
送迎サービスがあると良い
若い方々への周知が必要
公民館の駐車場が少ない
平潟での講座や研修会の数が少ない
平潟で行う行事は参加するが、遠い場合は参加しない
公民館のトイレを広くしてもらいたい
このままで良いと思う
一般の人たちにも参加しやすいような内容にして欲しい
地域別に開催して欲しい
計画を立て、事前に開催日がわかると良い
以前にやっていた寸劇での研修は良かった
地域をもう少し縮小しての話し合いをもってはどうか
住民の福祉に対する理解度が少ない
興味あるものに目がいってしまうので福祉を見過ごしてしまう
参加したが、活動する場がなかった
参加意欲が若干足りなかった
忙しかった

友人を誘っても来ません
講座の内容が地域や年齢等、興味がわく内容や行きやすい場所づくり
友人・知人にもなるべくいろいろなイベントに出てもらいたい
参加するように声をかける
若い方の参加が必要
快く参加してくれた
交通手段がないので、参加できなかった人もいた
声をかけても無関心
他団体と協力して活動している
忘れないためメモすることが必要
回覧板を使ったPRを行っているが、あまり見てもらえない
福祉活動者は情報を得やすいが、一般の方にも伝わるように広報をすべき
地域の団体(区の役員・常会の隣人等)に声をかける
活動に参加しているが、知人への働きかけは足りなかった
地域の中でだれかが先頭になって活動できる様になれば
道路の草刈、交通事故をなくすために行っている。後継者が欲しい

子どもの登下校時、家の前で声をかける
安心・安全は周りに気を配り、子どもたちを地域で見守る
玄関前の声かけだけでも、見守りになる
子どもに会った時にお互いにあいさつすること
あいさつしていると、子どももあいさつしてくれる
子どもと外で顔を合わせても、あいさつしない子どももいる
地域での見守り活動が薄らいでいる、見直しが必要
大人や地域の方々が、子どもの見守り体制を作っていきたい
自主的に見守り活動をしている
子どもたちのあいさつも欲しい

○ ○ ○ ○

○
○
○

○
○

○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○

○

○
○

○
○
○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

○ ○ ○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

感
　謝
　と
　思
　い
　や
　り
　の
　心
　を
　育
　て
　よ
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

参加の輪を
広げよう

福祉の心を
育もう
家庭・学校・（　地　域　）

福祉教育推進の
ためのネットワー
クをつくります

地域の特色を生
かした福祉教育
を展開します

ボランティア活
動の拠点となる
ボランティアセ
ンターを活用し
ます

親子で一緒にボ
ランティア活動
をします

学校などが行う
福祉学習に協力
します

ボランティアに関
する分かりやすい
情報を発信します

ボランティア講座・
研修会の場を設け、
意識を高めます

新道ができ、交通量が多くなった
下校時途中、道草をしているとき注意した（名前、学年を聞いた）
活動の足掛かりがない
あまりできなかった
声かけ隊として参加した
下校時の見守りも必要ではないか
登下校時になるべく外へ出ての見守りを高齢者クラブと行っている
小学校の下校時に合わせた防犯活動を設定している
下校時を行政無線で市民に知らせてもらえば良いと思う
地域の人に登下校の際、見守りをしてもらっては
親の送り迎えが多くなってきているのでは
三世代交流活動に参加した
核家族化が進んでいる中、高齢者と子どものふれあいが必要
日本の伝統的な物（竹とんぼ、コマ等）、日本ならではの伝統を忘れさせないために子どもたちに伝えるべき
学校からのニーズや取り組みの体制をつくる
学校と地域の交流活動を増やす
積極的に参加している
小学校で、自警団活動について、説明をした
学校行事と地域行事が重ならないように日程の確認が必要
震災の時の炊き出しの練習の時参加してお手伝いをした
項目が分からなかった

何を利用したらよいかわからない
何を活動しているのかわからない
社協のPR不足
口コミで広げる
ボランティア連絡会に入って活動している
通学路の清掃を含め、側溝の片づけなどを自主的に行っている

高齢になり、子は親となり孫との活動をしている
高齢のためない
子どもと同居していないのでできない
施設への楽器演奏や協力、小さい時からボランティア活動にふれさせておくべき、優しい子どもに育つ
家族全員で活動している
ごみ類の処分を誰に、どこに連絡するのか
処分の仕方がわからず、川に流してしまったとの話がある
ゴミ拾いをしている
空き缶・ゴミ回収をしている
ワークキャンプのお手伝いを長い間している
親子で活動する期間、会社出帳が多くできなかった
消防団員の子　OB会の親

○ ○ ○ ○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○
○

○
○

○
○

○

　

○
○
○

○
○

○

○
○
○

○○ ○ ○

○○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

基本目標２　　みんなとともにいきるまちづくり　～つながろう～
基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

地
域
の
人
々
と

つ
な
が
ろ
う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 

潟
大 

津
関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷
市民活動に
目を向けよう
（環境づくり）

誰でも市民活動に
参加しやすい環境
づくりをします

○ ○ ○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

地
　
　域
　
　の
　
　人
　
　々

　
　と
　
　つ
　
　な
　
　が
　
　ろ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

地域福祉活
動を活性化
しよう

社協支部の（　強　化　）

市民活動に
目を向けよう
（環境づくり）

ひとり暮らし高
齢者などにふれ
あいサロンへの
参加を呼びかけ
ます

団体等の活動内
容の周知や仲間
づくりに努めます
関係団体との情報交
換や交流を深め活動
の輪をひろげます

支部ごとに住民
懇談会を開催し
ます

世代間交流の場
をつくります

地域での見守り
活動を進めます
（ご近所声かけ隊等）

サロンの内容が良くわからない
年代を問わず理解が必要
参加したことがなかったので、まずは参加したいと思います
今までどおりで良い
まだ、周知が足りない
公民館活動には参加している
行事の時には、声をかけている
地域にサロンがない
リーダーがいない（高齢のため）
送迎があると参加しやすい
小地域ごとにサロンがあれば参加しやすいと思う
連絡がほしい。(開催日・場所）
体操をしているサロンでは、参加者がいきいきしている
個人的に関心が無いのが悪いのか
老人会とどう違うのか
上小津田公民館で体操など、サロンでやってます
下小津田くるみの会で体操や保健婦さんが来てくれたりしてます
あまり横文字を使わないで表現してほしい
老人はサロンに来るまでに時間がかりすぎ、近所で出来る場所が必要
高齢者サロンという言葉を初めて聞いた
体操がもう少し強くしてほしい
高齢者サロンの存在は知っているが地域にないので参加したことがない
全く知らなかった
老人会＝サロンではなく多くの人に声かけが必要
サロン開催を月１回から月２～３回にしてほしい
男性の参加が少ないのではないか
名前だけだはなく、従来の老人会の行事以外の新しい何かのPR
無関心の方が多い
知らない人が多いのでもっとPRをしたほうがいい
サロンを知っていただくこと

雨戸が開いていない時など、様子を見に行っている
学校のお祭り等に、参加協力している
地域性があるので、話し合いがもっと必要だと思う
児童の自主性を育むために、要所要所の見守りでもよいと思う。ついて歩くのはどうかと思う
児童の見守りには参加しているが、高齢者に関してはあまりわかりません
地域全体で子どもたちやお年寄りを見守ることが、普通の行動になれば良いと思う
子どもの見守り活動に関する情報交換の場があると良い
一人暮らしの方の家に、お話しに出かけている
自分の住んでいるエリアで実施
散歩や作業をするときに、気軽にできるようにしたい
現在は、自分のとこで精一杯
高齢者の歩く運動をしているところに出会ったら見守る
年配参加者が少なすぎる。高齢者も表に出たら
高齢者の見守りについて地域において見守りをしたくても個人情報によりなかなか家族からの情報が出ない
近所には毎日、通学時見守りをしてくれる人がいる

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○○ ○ ○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○

○

○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

地
　
　域
　
　の
　
　人
　
　々

　
　と
　
　つ
　
　な
　
　が
　
　ろ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

地域福祉活
動を活性化
しよう

社協支部の（　強　化　）

地域で交流
をもとう
たまり場づ
くり、サロ（　ン活動　）

社協支部の活動
を充実させ、地
域にあった福祉
活動を進めます

世代間交流の場
をつくります

気軽に集まれる
場をつくります

子ども会が廃止なり地域の子どもたちとのふれあいがなくなっている
パトロール用帽子で任意に子どもの通学の見守りをしている
帽子をかぶると皆元気に挨拶してくれる
知らない人でも道で会ったら挨拶をするようにして欲しい
各家庭のおいての指導が一番だと思います
なかなか目の届かない所での声かけが必要なのかも
民生委員の活動の中で高齢者の見守りには参加している
子どもたちから元気に返事が返ってこない
ない
参加した事あります。小学校の立哨に立ち会っています
運動会において赤い羽根募金活動
以前はたとえば「赤い羽根活動」が社協の活動と知らなかった
社協支部があることがわからなかった。社協だけだと思っていた
全体活動が一般市民に浸透していないように思う
各団体の活動内容がわかりにくい
計画の段階から見えるともっと良いと思う
若い人をもっと取り込むようなPRをして欲しい
民生委員活動で協力
病院ボランティアで協力
支部の活動は目立たないのでPRが必要
協力する機会がない
社協の知らない人が多い。PRが必要
社協支部の活動が分からない
いろいろしている。募金のお願いなど
全くない。どのような活動が地域で行われているのですか？
少しわからないことがある
ない。地域で社協はどのような活動をしているのですか？
空き家等を利用して、気軽に集まれる場所があれば良いと思う
集まる場所がない
個人的にあり、友達とのコミュニケーションをとることが大事
あまり構えないでそういう場所をつくることが大切
近所づきあいが芳しくなく、気軽に訪問できない
話の場としては、酒も入って重要である
老人会に入っているが、声がかからない時がある
お茶のみ行くところがある
新しい団地なのでない
集まる場所が遠いので、出かけられない
今、このような場所がなくなりつつある様に思う
個人・仲間同士の集まりが多い
誰でも何時でも行けるな場所(常設）があれば良い
自治会で会場はあるが集まる話題(きっかけ)がない
決まった場所があるわけではないが、近所に行って話しをする
ところはある
場所はあるのでグループで集まることの内容を考えたい
現在、集まる場所があるので大丈夫です
子どものたまり場がない気がする
あるが集まる人が少ない
自宅にてお茶のみやお話をしています
よくわかりませんが、ないと思います
ある

○○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

地域での見守り
活動を進めます
（ご近所声かけ隊等）
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

地
域
の
人
々
と
つ
な
が
ろ
う

み

　
　ん
　
　な
　
　で
　
　見
　
　守
　
　ろ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

地域で交流
をもとう
たまり場づ
くり、サロ（　ン活動　）

機会を見て、参加したいと思う
子育て支援に出てこられる人たちは問題ないと思う。隠れた（参加しない）人たちへの声かけが必要
地域にサロンがない（高齢者、子育て両方）
体操をしているサロンでは、参加者がいきいきしている
今後も継続した方が良い
PR不足
月4回の子育てサロンに出席した
サロンに参加している
どこでどうやっているかわからない
子育てサロンをどこで行っているのか?
子育てサロンの場がもっと欲しい(週5回、市内どこかで開かれるように）
子育てサロンは遠いので、地域に子どもたちが集まれる場があればよい
日本再生のために子育てサロンの支援を増やすべし
参加したことがない
時間が合わないと思うが子育てサロンに参加してみたいとは思う
助成金が欲しい
ありません

○○ ○ ○

○
○
○
○

○

○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○

近所づきあいは少なくなってきたが、今後は大切なことなので、付き合いは継続していく必要がある
常会に関して、新しくきた方が常会に入らないので、つながりが心配
いろいろな考えの方がいて、難しい時がある
最近、閉鎖的であると思う
自宅の方へ、もう少し頻繁に出入りして様子を見る
10名くらいで、持ち回りでお茶飲み会をやっているお年寄りがいて、楽しそうで大変いいと思うが、そこに入れない人はどうなのか
関本地区の常会加入者はよくできています
被災者住宅に入った方々との交流がないので心配
旧来の居住地ですので、近くて困るぐらいに良好です
留守にする際、ご近所が心配してくれる
地区の役員等高齢化が進み規約とかではなく出来る人が受け、助け合っていくことが必要
近所づきあいは少なくなってきたが、今後は大切なことなので、付き合いは継続していく必要がある
不審者が近所に住んでいると相談された
ごみの捨て方について、他の地区の方が捨てていってしまう
なかなか期待に応えられない
家庭内のことを余り外に出したくないようである（特に若い人たち）
年よりの方が、なんでも話したいようである（家族から疎外されているのか）
特定の人には話すが、誰かれとはいかない
お手伝いぐらいはしている
冠婚葬祭の時にお話しをしていたが、今はなくなっている
ハクビシンが出て隣近所でさわぎになった
アパートの方が常会に入らない若者が多い
空き家が壊れているので困っている
市巡回バスがなくなった
ゴミ集積所の掃除を近所で協力してやっている
隣人に寝たきりの人がおり心配です
隣近所も老々のためお茶飲みの交流が少なくなっている
交流したくない人たちが増えている
近所づきあいは少なくなってきたが、今後は大切なことなので、付き合いは継続していく必要がある
農道の整備（連絡道路）

○
○

○

○
○
○

○
○

○
○

○

○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

高齢者や子育て
等のサロン活動
を支援します

基本目標３　　みんなが安心して暮らせるまちづくり　～支え合おう～
基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 

潟
大 

津
関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

地域に目を
むけよう

自分の住んでい
る地域に目を向
けます

地域のニーズ把
握に努めます

「困った時はお互
い様」の意識を高
めます

○

○○ ○

○○ ○

○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

み

　
　ん
　
　な
　
　で
　
　見
　
　守
　
　ろ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

困ったら
相談しよう

（情報の共有）

子どもが健
やかに育つ
まちづくり
しよう

地域に目を
むけよう

自治会・常会な
どで集まる機会
を増やします。

「困った時はお互
い様」の意識を高
めます

専門機関につなぐこと
のできるネットワーク
体制をつくります
気軽に情報交換
や相談できる場
をつくります
子育てをサポー
トするしくみを
充実させます
関係機関・団体と協
働して、世代間交流
の場をつくります

登下校時におけ
る見守り活動の
充実を図ります

誰とでも気軽に
あいさつできる
関係をつくります

人と接する時間をつくり、話をするようにする
協働でする事業等がない
ごみ問題は常会で協力できた
部落行事など、お互いに協力できた
回覧板の周りが遅い
生活課題のお手伝い
常会で草むしり（掃除）をしている
大雪が降ったとき、近所同士で雪かきをした
農家への手伝いは、年とともに大変です
常会での決め事の実行
常会はあるが、常会全員が集まるのは、悔やみの時ぐらいになった
忘年会、新年会なし
部落行事（お祭り、親睦会など）では集まる
常会がなく、回覧板もない（市報などの連絡が来ないので自分で対応）
なるべく人に迷惑をかけたくない
葬儀の手伝いなども頼まなくなってきた
いろいろなことをオープンにしなくなってきた
花見などを企画しても、参加する人が少ないので、最近はない
昔は花見等の集まりがあった(交流があった)
常会に入らない家がありましたが、転居してほっとしています
常会から抜ける人もいる
常会の総会（年1回）は集まる

子どもの登下校の見守りは大切である
できないことは、個人個人の実情がありできない
親の送迎がほぼ毎日で、他に歩いている子が心配になるときもある
通学道路不十分、道路側の草が生い茂って危険、学校周辺の車の進入
子どもや孫が卒業後は参加していない
いろいろな活動に参加しなくなっている（特に若い世代）
自分の家の前に椅子をおき、見守る（子どもの育成）
通学路の整備を希望する（草刈：脇が草だらけの道の真ん中）
老人会で通学路の草刈りをやった
４校同時集団下校時に地域の方々の見守りがある
地域での登下校時に見守り活動がある
関本は子どもが少ない
子どもを見かけたときはあいさつします
子どもたちに声をかけるが、逆に不審な感じで対応されるので残念である
子どもからあいさつしてくれる（子どもから教わることも多い）
学校を休んでいる子どもがいるが、声をかけていいかどうかわからない（対処の仕方）
親が子どもにあいさつのしつけをしていない
東地区の子どもたちはあいさつできる
まちぐるみで、取り組むことでもあり、家庭のしつけでもある
近所に子どもがいない
何年か前は、注意をすると言い返す子どもがいたが、今は素直である
あいさつをすると100％返ってくる
中学校になると、老人には挨拶してくれない人が多い

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

　

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○

○
○
○

○

○
○

○

○

○
○

○
○

○
○

○

○
○
○

○
○

○

○

○
○

○

○
○
○
○

○
○
○

○

○
○

○

○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

み

　
　ん
　
　な
　
　で
　
　見
　
　守
　
　ろ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

高齢者が生
きがいをも
てるまちづ
くりをしま
しよう　　

高齢者が生
きがいをもて
るまちづくり
をしましよう

生きがい講座・
サロン活動を
充実させます

知識や技術を
生かす機会を
つくります

介護予防の充実
を図ります。

大勢だと元気だが、少人数だと元気がない
参加者が多くなる努力をしたい
習い事をする年でもないので、参加しない
まだバスの利便性を感じられない
やりたくても来られない人や年だからとあきらめている人をどう誘えばいいのか
タクシー券をおおいに利用しています
サークルに行きたいのですが遠くて大変
仕事をしていて時間がなく、参加できない
仕事、子育てが忙しい
続けていくことが大事と思うので、出来る限り続けていきたい
仲間を増やす活動不足
友人が増えて楽しくなってきた
なかなか仲間が集まらない
趣味と活動とが一致しづらいことがある
集まると年金と薬の話になる
現職で働いているうちは、地域の人々とのつながりがうすかった
市役所等でまなびすとアカデミーなどの講座をやるがなかなか参加しづらい
市単位ではなく地域(町)単位の講座なら参加しやすい
参加したい気持ちはあるが、他の仕事におわれ流してしまう
会が長く続くと、会員が減少する
役員を変えたり、仲間を広げるイベントをしたりしたい
中々趣味の合う人との出会いが無い事もあるが、出会いがあれば
是非参加したい
折り紙に参加したが思うようにはいかなかった
ヨガサークル・民謡・詩吟をやっています
ときわの杜のボランティアに参加して高齢者に喜んでもらい
わたしもうれしく参加したい
何処で、どのようなサークルがあるのか知りたい
私たちの頃と違い、今は車が多いので気を付けてください
学校の役員の立場として伝えたことがある
経験などを話せる場があれば、自分なりに参加したい
子ども会の参加できる行事が昔より少なくなった。親の協力があまりない
小学校で世代間交流をした
地域のお祭りの伝承
昔ながら遊び（水鉄砲やベーゴマ）などを教えた
小学校児童との交流（こめつくり作業など）
農業の経験などを伝えた、子どもは農作業が上手になった
アウトドア体験、クワガタやカブトムシの取り方
元気に仕事ができて楽しかった
地域が崩れ、なくなっていってしまうような現状の中で、地域に残っている昔からの伝えたい話や行事を残していきたい
子ども会の行事に、準備に、助言や協力してくれるとありがたい
伝える機会の場がない
経験・体験をより多く伝える事が必要だと実感している
個人的には家の中でしている
特別に運動していないが、子どもと一緒に散歩している
毎日３０分位歩いています
畑仕事を生きがいに行っており、これからも続けていきたい
毎朝、孫と学校まで歩いていく（見守りも兼ねて）
毎日、犬の散歩と自分の散歩
一人ではなかなか続けられない
山登り、ウォーキング
なんら運動をしていないので、今後は何か健康維持のため運動したいと考えている
週3回のクロッケー

○ ○ ○ ○

○○ ○ ○

○○ ○ ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○

○

○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
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誰とでも気軽に
あいさつできる
関係をつくります

基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

み

　
　ん
　
　な
　
　で
　
　見
　
　守
　
　ろ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

障がい児・
者が暮らし
やすいまち
づくりをし
よう

高齢者が生
きがいをもて
るまちづくり
をしましよう

「まち点検」を
行い、危険個所
の解消に努めま
す。

障がい児・者の
生活を支えるた
めの福祉活動を
進めます

がむしゃらに生きてきたツケが年老いて体に現れ、リハビリ生活になり、日ごろの運動の大切さを身を持って感じています
子ども（児童）の見守り活動
畑づくり、ウォーキング
心がけてはいるが、なかなか行動にうつせない
夜は暗くて歩けない
やらなければと思っても実行できない
周に３回スポーツジムに通っている
グラウンドゴルフで体が軽くまりました
食事は生命の基本
畑仕事が忙しいので、特に行っていない
足の力不足補充のため、長続きしない
個人の考えなので、この場で話し合う必要はない

小学校、PTA等で検討しているが道路が狭いのでできない
地域では道路が狭いのでどうしようもない感じです
必要のないところに「歩車分離型信号」を取り付け、交差点における危険度をUPさせている
歩行者の信号無視が多い
見通しの悪い道路があるが、どこに、誰に相談してよいかわからない
公園のブランコが不自然だったため、都市計画課に相談した
児童の登下校見守り時に発見、区長、学校長へ伝言した
交通量の多い歩道のない道路のことを市会議員に相談し、実体験してもらったが、地域の同意がなければということでいまだに改善されていない
区長や議員、市の担当課等に話をしたことがあります
仲通りは狭いので、ガードレールを設置したら車が通れなくなる
通学路で狭いところがあって区長として相談を受けた
赤信号でも止まらない車もいる
下校時の子ども達の見守り活動もあるといい
団地内のカーブにカーブミラーが立った
狭いところ、見通しの悪いところの草刈りや枝切りをやっている（持ち主に協力をいただいて）
危ない場所等を見かけるが、相談するまでには至っていない
障がいのある人の心を傷つけないように気を付けている
手を貸したいが、どのように関わって良いかわからない
おせっかいでも、もっとボランティア活動を行っていきたい
障がいを持つ方へボランティア活動を行う場所がない
第2心身障害者センターの障がい者と交流会を年に1回おこなっています（磯原明友会の会員として）
障がいを持った人であっても、その方たち同士の通う場所がないあっても限られている。自立支援の場として気軽に集える場がほしい
行政の協力が少なく、助けることができないケースがあった
ゴミ出しを手伝っている
声かけが難しいですが、できるだけ「私に何かできますか?」と訪ねるようにしています
心がけてはいるが接し方がわからない
手助けをしたいが、どのようにすると良いかわからない
障がいを持つ人の中には、自立を求めている人もいるので
基本的に積極的には手助けはしません
知っている人には、声掛けをしている

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

○○ ○ ○

○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○

○

○
○

○
○
○

○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

現職のリーダーで十分です
リーダーに若い人が少ない

○ 　 　 　 　 ○
○
　

学校行事、町内会の
行事を通して世代間
交流の場をつくります
障がい児・者の
ニーズ把握に努
めます

基本目標４　　みんなですすめるまちづくり　～みんなの力で～
基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
し
よ
う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 

潟
大 

津
関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷
人を育てよう
（人材の育成）

地域で活躍して
くれる人材を掘
り起こします

○○ ○ ○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

人
　
　に
　
　や
　
　さ
　
　し
　
　い
　
　ま
　
　ち
　
　づ
　
　く
　
　り
　
　を
　
　し
　
　よ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

地域の支え
あう力を高
めよう　　

人を育てよう
（人材の育成）

地域で活躍して
くれる人材を掘
り起こします

専門機関につなぐこと
のできるネットワーク
体制をつくります
地域福祉活動を進
めるためのリー
ダーを育成します

市民の参加を進
めて地域福祉活
動を充実させま
す

ぬくもりのある
ネットワークを
ひろげます

高齢化で下の人がいない
頼まれればやってくれる人はいる
リーダーをやりたがらない人が多い
今後も継続していきたいと思う
地域の住民に信頼できるあれば
新リーダーの育成が必要
リーダになる人はいないが、お手伝いする人は2～3人います
近所同士の関わりが少ない
地域の人が見守っているので、地域の人々がリーダー的存在
リーダー格となる部署や人へのつなげ方の工夫が必要
よく話しを聞いてくれる人がいるのが何より
地域により大きなバラツキがある
できることにより、リーダーが変わる（草刈は男性、料理は女性など）
順番でやらなくてはいけない
だれかがやらなきゃ
出来たと思うが満足していない
お願いしても、来てもらえない
リーダーの負担が大変

花植えの活動とかしたいが、どのように始めてよいかわからない
ボランティアの内容、出来る活動力
やってくれる人はいつも同じ
見て見ぬふりをする人がいる
ボランティア活動の啓もうが足りない
ごく限られた人同士の付き合いしかできず、横のつながりがほしい
参加者がだんだん少なくなっていている
集落センターの除草、障子の張り替えなど
高齢者同士のボランティア活動
若い方の参加（ただ働いている）
子どもに声かけできてうれしい
ボランティア活動している人への支えも必要で、それが出来る人がいる
配食サービスは必要である
地域の缶拾い等
楽しく活動しています
声かけ隊に誰が声を掛けるのか
学校の授業として行う田植えで、子ども相手の行事なのでとても楽しいです
声かけ協力
隣近所への声かけ活動をしています
近隣の人たちで声をかけて様子を見る（１日１回）
過剰なお礼は、次に声をかけづらい
アパートなどでは常会に入らない人が多い
常会そのものを作らない
体の弱い人がいるので声かけをしている
昔はお茶のみ等があったが、最近はそれがない
昔の結の精神が大切
93歳の人の見守り、姿が見えないと皆で心配する
地区内で一番高齢化の常会ですが、よく声を掛け合ってます
これからも、草刈りや声かけをしていきたい。またおすそ分け等もしている
一人暮らしの方に声をかけるようにしている
気配り、心配りが必要

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

○○ ○ ○

○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○

○
○
○

○
○
○
○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

人
　
　に
　
　や
　
　さ
　
　し
　
　い
　
　ま
　
　ち
　
　づ
　
　く
　
　り
　
　を
　
　し
　
　よ
　
　う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

みんなの計
画をみんな
で進めよう

行政や他分
野と連携し
よう

地域の支え
あう力を高
めよう　　

市民、団体、行
政がお互いに連
携します

ぬくもりのある
ネットワークを
ひろげます

分野ごとの特色
を生かした活動
を進めていきま
す

地域福祉活動を
サポートする体
制をつくります

誰もが助け合え
る仕組みをつく
ります

各地区にあった
活動を進めてい
きます

取り組み委員会
(仮称）で計画の
進み具合につい
て話しあいます

協力できる
お互いに協力して集まっている
３．１１で自治会に協力しました

イベントの中心がいつも磯原や大津だ
タクシー券をもらうのに市役所まで行かなくてはならず、サービスセンター等でも取り扱ってほしい
防犯協会に協力した
行政からの情報が一歩通行だ
たくさんの人との触れ合いがあり楽しい
常にボランティア精神が必要である
日頃の意思の疎通が大事
友達が多くなった
共同募金に立つ
主に学校関連で活動したことがある
地域のイベントはやったほうがいい（人が集まる)
地域の活性化
声かけられれば、やる気はあるが情報が伝わらない
常会に入らない方が増え、情報が伝わらない
汐見ヶ丘自治会の地区防災組織は優れたものになっている
毎年、環境美化に参加している
３．１１で自治会に協力しました
常に問題意識を持って取り組むことが大切
民生委員として常に地域の皆様（特に高齢者）の見守りをしている
登校児童への声かけ
ごみの捨て方ができていない時など、自主的に片づけています
歩道の草刈り
地域の団体等の連携が取ればもっと良くなる
声かけられれば活動する

給食グループは大したもんだ
防災組織が確立されている
特色のある活動とはどのようなことなのか
小学校の運動会は地域の人と一緒にやる
今、行われているイベントを続けたい(よさこい・コンサート・お船祭り・港まつり・三世代交流)
自主防災・声かけ隊・サロン等
社協支部講演会
じゃんがら、ぼうささら
レクリェーション「地域運動」健康体操
走ろうマラソン（少年団）
子供たちの鳥追い、天王様への参加
防災活動
自治会の新防災体制・自治会、民生委員の協力体制
地域活性化のための盆踊り
震災後、自主防災活動としての組織ができました
現状の広報で良いと思う
活動計画の周知が足りない
実施、結果の状況報告
活動計画について今回初めて分かった
地域の事に関心があるから集まる
本日の様な集まりは必要です
啓発活動をこれからも続けていく

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

○○ ○ ○

○○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○

○

○
○

○

○
○
○

○
○

○

○
○
○

○
○
○

○

○

○
○

○

○
○
○

○
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基本
計画 市民の取り組みに対する意見等主な取り組み取り組む

方向
主に進めるところ

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う

行
政

社
協

団
体

市
民

関 

本
平 
潟

大 
津

関 

南
華 

川
磯 

原
中 

郷

みんなの計
画をみんな
で進めよう

社協支部が中心
となって、新た
な地域の生活課
題に取り組みま
す

具体的計画を知らなかった
他の支部の活動が知りたい
社協のPRが足りない、何をしているかわからない
老人会など
地域の事に関心があるから集まる
子どもから高齢者の活動はこれからも続けてほしい
わからなかった
赤い羽根共同募金等

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
　
　
　
　

○

　
　
○

　
　
○

　
　

○

　
　

○
○

　
○
　

○
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１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
取
組
み

２
　
取
組
み
に
対
す
る
評
価
・
課
題
等

３
　
課
題
等
に
対
す
る
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
（
対
応
）

１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
取
組
み

２
　
取
組
み
に
対
す
る
評
価
・
課
題
等

３
　
課
題
等
に
対
す
る
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
（
対
応
）

１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
取
組
み

２
　
取
組
み
に
対
す
る
評
価
・
課
題
等

３
　
課
題
等
に
対
す
る
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
（
対
応
）

１　基本目標    　みんなが主人公になれるまちづくり
１－１　　　基 本 計 画　　感謝と思いやりの心を育てよう
１－１－１　取り組む方向　　地域福祉に関心をもとう

　主な取組み１　　福祉に関する研修会や講座に参加します。

○市民…社協などが主催する研
修会や講座に参加しまし
た。

○団体…会員に対し、研修会等
の情報を提供しました。

○社協…市民が参加しやすいよ
う各種研修会等を開催し
ました。

○行政…認知症サポーター養成
講座を開催しました。

○市民…住民懇談会参加者の
88％が、色々な研修会等
に参加しました。

○団体…参加する方がいつも同
じでした。

○社協…研修会や講座の内容、
開催時期、周知の方法に
はさらなる工夫が必要で
した。

○行政…認知症への理解を深め
る試みを実施したことに
より、効果が上がりまし
た。

○市民…必要な情報が得られる
ように意識を高め、周知
に努めます。

○団体…必要な情報が得られる
ように意識を高め、周知
に努めます。

○社協…効果的な情報発信の方
法を検討することともに、
参加者に対しては継続的
な支援に努めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　ボランティアや地域福祉活動への理解や参加をひろめます。

○市民…　
○団体…各団体の目的応じた地

域福祉活動を実施しまし
た。

○社協…ボランティア・市民活
動センターだよりを含め
た広報誌を発行し、全戸
配布しました。

○行政…ボランティアグループ
連絡会事務局と連携し、
精神衛生関係・認知症サ
ポーター、その他必要な
養成講座等を継続して開
催しました。

○市民…
○団体…団体間の交流の機会が

不足していました。
○社協…社協支部と連携し、支

部活動や様々なボラン
ティア活動等を広報する
ことが必要でした。

○行政…ボランティアグループ
連絡会と連携して実施し
たことにより、効果が上
がりました。

○市民…
○団体…団体等の活動が見える

ような方法を検討します。
○社協…効果的な情報発信の方

法を検討します。
○行政…現在策定中の地域福祉

計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　福地域福祉活動を行う際に全ての人が参加しやすい工夫をします。

○市民…色々な地域福祉活動に
参加しました。

○団体…
○社協…ボランティア・市民活

動センターだよりを含め
た広報誌を発行しました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場として拠点整備につ
いて検討しました。

○市民…住民懇談会参加者の
88％が、色々な地域福祉
活動に参加しました。

○団体…
○社協…社協支部と連携し、支

部活動や様々なボラン
ティア活動等を広報する
ことが必要でした。

○行政…拠点整備については、
実施に向けて、さらに検
討をすることが必要です。

○市民…活動する際に友人・知
人に声をかけます。

○団体…
○社協…効果的な情報発信の方

法を検討します。
○行政…現在策定中の地域福祉

計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

⑵取組みに対する課題や今後の方向性



58 59

１－１－２　取り組む方向　　福祉の心を育もう（家庭・学校・地域）

　主な取組み１　　福祉に関する研修会や講座に参加します。
○市民…
○団体…各団体の目的に応じた

地域福祉活動を実施しま
した。

○社協…親子で参加できる事業
（子育てサロン等）を実施
しました。

○行政…家庭や学校との連携強
化に努めながら子育て講
演会をはじめ、多様な交
流体験を推進しました。

○市民…
○団体…各団体の専門的な事業

を実施できました。
○社協…子育てサロンについて

は、開催場所や開催日が
浸透していなかった。

○行政…学校・学年・地域の実
態に応じた研修会などを
実施したことにより、効
果が上がりました。

○市民…
○団体…今後も継続していきま

す。
○社協…団体や行政と連携し、

対象となる方に適切な情
報が届くように実施しま
す。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　福祉教育推進のためのネットワークをつくります。
○市民…子どもたちの登下校の

見守り活動を実施しまし
た。　

○団体…学校が実施する事業に
協力しました。

○社協…各学校が実施する福祉
教育活動への支援しまし
た。

○行政…福祉教育についての理
解を深めながら、学校や
地域の特性に応じた指導
計画を作成しました。

○市民…住民懇談会参加者の
86％が、子どもたちの見
守り活動に参加しました。

○団体…学校からの依頼が無け
れば協力できなかった。

○社協…社協から学校に対し事
業提案等を実施すること
も必要であった。

○行政…市内小・中学校17校で、
福祉教育の年間計画を作
成し、実践したことによ
り、効果が上がりました。

○市民…できる範囲での見守り
活動に取り組んでいきま
す。

○団体…学校に対し、事業提案
等をしていきます。

○社協…学校同士が情報交換で
きる場を設けます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　地域の特色を生かした福祉教育を展開します。
○市民…
○団体…学校が実施する事業に

協力しました。
○社協…各学校が実施する福祉

教育活動への支援しまし
た。

○行政…福祉教育についての理
解を深めながら、学校や
地域の特性に応じた指導
計画を作成しました。

○市民…
○団体…学校からの依頼が無け

れば協力できなかった。
○社協…社協から学校に対し事

業提案等を実施すること
も必要であった。

○行政…市内小・中学校17校で、
福祉教育の年間計画を作
成し、実践したことによ
り、効果が上がりました。

○市民…
○団体…学校に対し、事業提案

等をしていきます。
○社協…学校同士が情報交換で

きる場を設けます。
○行政…現在策定中の地域福祉

計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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　主な取組み４　　学校などが行う福祉学習に協力します。
○市民…学校が実施する事業に

協力しました。
○団体…各団体の特色（点字、

手話など）を生かした協
力をしました。

○社協…福祉体験に職員派遣、
用具貸出等を実施しまし
た。（市内11校、28回開催）

○行政…福祉教育についての理
解を深めながら、学校や
地域の特性に応じた指導
計画を作成しました。

○市民…住民懇談会参加者の
86％が、福祉学習に協力
しました。

○団体…学校からの依頼が無け
れば協力できなかった。

○社協…社協から学校に対し事
業提案等を実施すること
も必要であった。

○行政…市内小・中学校17校で、
福祉教育の年間計画を作
成し、実施したことによ
り、効果が上がりました。

○市民…今後も継続して実施し
ます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…市内全小中学校で実施
できるよう方法を検討し
ます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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１－１－３　取り組む方向　　参加の輪をひろげよう（ボランティアへの参加）

　主な取組み１　　ボランティア活動の拠点となるボランティアセンターを活用します。
○市民…自主的にボランティア

活動を行いました。
○団体…学校行事や福祉施設等

でのボランティア活動を
実施しました。

○社協…ボランティアに関する
情報提供、連絡調整を実
施しました。

○行政…社協と連携をしながら、
ボランティアに関する連
絡調整を実施しました。

○市民…住民懇談会参加者の60％がボ
ランティアセンターを知らない。

○団体…ボランティア活動について各
種団体との連携が不足していま
した。

○社協…社協活動やボランティア活動
に関する情報発信が不足してい
ました。

○行政…ボランティア市民活動セン
ターの機能充実等については継
続して検討していく必要があり
ます。

○市民…一人ひとりができるボ
ランティア活動を見つけ
て取組みます。

○団体…ボランティア市民活動
センターを有効に活用し
て連携を図ります。

○社協…社協支部と連携し、必
要な情報発信の方法の検
討検討に努めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　ボランティアに関する分かりやすい情報を発信します。
○市民…
○団体…ボランティア活動に関

する情報提供をしました。
○社協…活動の紹介及び啓発を

目的に広報誌を全戸に配
布しました。(年６回発行)

○行政…社協と連携をしながら、
ボランティアに関する連
絡調整を実施しました。

○市民…
○団体…ボランティア活動につ

いて他団体との連携が不
足していました。

○社協…広報誌にいろいろなボ
ランティアの活動を掲載
することができなかった。

○行政…ボランティア市民活動
センターの機能充実等に
ついては継続して検討し
ていく必要があります。

○市民…
○団体…ボランティア市民活動

センターを有効に活用し
て連携を図ります。

○社協…社協支部と連携し、地
域での活動の情報発信し
ます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　親子で一緒にボランティア活動をします。
○市民…地域での清掃や環境美

化等の活動に参加しまし
た。

○団体…
○社協…
○行政…

○市民…住民懇談会参加者の
62％が親子でボランティ
ア活動に参加しています。

○団体…
○社協…
○行政…

○市民…親子でできるボラン
ティア活動を見つけて、
活動を続けます。

○団体…
○社協…
○行政…
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　主な取組み４　　学校などが行う福祉学習に協力します。
○市民…
○団体…市民に向けての講座やの開

催。各団体において自主講座
や研修会を開催しました。

○社協…防災ボランティア講座や精
神保健福祉講座を実施しまし
た。

○行政…ボランティアグループ連絡
会事務局と連携し、精神衛生
関係・認知症サポーター、そ
の他必要な養成講座を継続し
て開催しました。

○市民…
○団体…他団体と連携を図りな

がら講座や研修会の開催
を検討していく必要があ
ります。

○社協…市民のニーズを捉した
内容を検討する必要があ
ります。

○行政…ボランティアグループ
連絡会事務局と連携して
実施したことにより、効
果が上がりました。

○市民…
○団体…行政・社協と連携を図

りながら今後も継続して
いく必要があります。

○社協…参加者に対して継続し
た支援を行ないます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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２　基本目標    　みんなとともにいきるまちづくり
２－１　　　基 本 計 画　　地域の人々とつながろう
２－１－１　取り組む方向　　市民活動へ目を向けよう（環境づくり）

　主な取組み１　　誰でも市民活動に参加しやすい環境づくりをします。
○市民…
○団体…行政・社協の各種事業

への参加を会員に呼びか
けました。

○社協…社協だよりやホーム
ページで事業案内をした。
また大規模講演会につい
ては休日に開催しました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場として拠点整備につ
いて検討しました。

○市民…
○団体…事業参加の周知につい

ては、所属団体のみの周
知で終わってしまった。

○社協…社協支部役員等関係者
による宣伝活動を充実さ
せる必要があります。る
工夫が必要でした。

○行政…整備拠点については、
実施に向けて、さらに検
討をすることが必要です。

○市民…
○団体…各種団体間での連携を

図るように努めます。
○社協…企画の立案等も含め、

関係機関・団体等と連携
を図ります。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　団体等の活動内容の周知や仲間づくりに努めます。
○市民…　
○団体…市報・社協だよりや福

祉施設等の機関紙等で活
動内容の周知を行いまし
た。

○社協…地域福祉団体の活動の
支援を行いました。

○行政…NPOの支援やボラン
ティア団体等のネット
ワーク化の推進に取り組
みました。

○市民…
○団体…活動の周知方法につい

てさらなる工夫が必要で
した。

○社協…団体が実施する事業を
支援しました。(地域福祉
団体15団体)

○行政…NPOの支援やボラン
ティア各種団体等のネッ
トワーク化は大きな進展
がなかったため、実施に
向けて引き続き検討が必
要でした。

○市民…
○団体…行政・社協等と連携を

図りながら、活動の周知
や仲間づくりに努めます。

○社協…団体・社協支部等の活
動内容の周知に努めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　関係団体との情報交換や交流を深め活動の輪をひろげます。
○市民…
○団体…行政・社協の会議や行

事を通じて情報交換や交
流を図りました。

○社協…社協支部長等会議や役
員研修会を開催しました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場としての拠点整備に
ついて検討を図りました。

○市民…
○団体…団体間同士の情報交換

や交流は不足していた。
○社協…社協支部長等会議や役

員研修会の内容等を充実
する必要がありました。

○行政…拠点整備については、
実施に向けて、更に検討
をすることが必要です。

○市民…
○団体…それぞれの活動を通じ

て交流・情報交換をして
いきます。

○社協…定期的に会議や研修会
を開催していきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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２－１－２　取り組む方向　　地域福祉活動を活性化しよう（社協支部の強化）

　主な取組み１　　一人暮らし高齢者などにふれあいサロンへの参加を呼びかけます。
○市民…社協などが主催するサ

ロンに参加協力しました。
○団体…サロン運営の協力をし

たり、一人暮らし高齢者
に参加を呼びかけました。

○社協…社協だよりやホーム
ページで事業広報や関係
機関からも呼びかけまし
た。

○行政…地域リハビリ教室や高
齢者サロンの充実を図り
ました。

○市民…住民懇談会参加者の84％
が知っている。また、自ら参
加協力したことがあります。

○団体…サロンへの呼びかけを
今後も継続して行なって
いきます。

○社協…内容や開催場所について
も更なる検討が必要です。

○行政…地域リハビリ教室や高齢
者サロンの充実は、開催回数
や開催場所等、数値的なもの
には大きな変化はないが、内
容の充実化は進みました。

○市民…サロンを知らない高齢
者に対して参加を呼びか
けていきます。

○団体…社協等と連携・協力し
ながらサロン参加を呼び
かけていきます。

○社協…社協支部との連携をし
ながら実施していきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　支部ごとに住民懇談会を開催します。
○市民…　
○団体…
○社協…地域ニーズを把握する

ため、支部を中心に住民
懇談会を開催しました。

○行政…

○市民…
○団体…
○社協…全ての地区で開催する

ことができませんでした。
（２地区のみ開催）

○行政…

○市民…
○団体…
○社協…社協支部と連携を図り

ながら、住民懇談会の重
要性を理解してもらいま
す。

○行政…

　主な取組み３　　世代間交流の場をつくります。
○市民…
○団体…三世代の集い・地域交

流事業を実施しました。
○社協…世代間交流事業の実施。

さらに各学校が実施する
世代間交流事業を支援し
ました。

○行政…社会福祉協議会に事業
委託して三世代交流事業
を実施しました。

○市民…
○団体…様々な団体と連携して

事業実施・協力が必要で
す。

○社協…多様な分野で世代間交
流事業を実施しました。
（年14回）

○行政…社会福祉協議会に事業
委託して、三世代交流事
業を実施することにより
交流の機会が創出できた。

○市民…
○団体…行政・社協等の連携を

図りながら今後も継続し
ていきます。

○社協…団体等と連携しながら
今後も継続していきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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　主な取組み４　　地域での見守り活動をすすめます。（ご近所声かけ隊等）
○市民…小学生の登下校時や隣

近所（高齢者等）への声か
け、見守りを行いました。

○団体…行政・社協が行う福祉
活動への参加・連携を図
りました。

○社協…社協支部を中心とした
小学生の登下校や各種事
業を通して高齢者の見守
りを行いました。

○行政…各種研修や視察を実施
し、民生委員の知見を高
め、地域での活動促進を
図りました。

○市民…住民懇談会参加者の
77％が見守り・声かけ活
動へ参加しました。

○団体…行政・社協等と連携・
協力しながらさらなる活
動をひろげる必要があり
ます。

○社協…活動に参加してくれる
新たな人材の確保や広報
が必要でした。

○行政…実施したが、あまり効
果が上がらなかったよう
に思います。

○市民…市民一人ひとりが活動
を理解して参加していき
ます。

○団体…行政・社協等の連携を
図りながら今後も継続し
ていきます。

○社協…市民が誰でも参加でき
る活動であることを周知
していきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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２－１－３　取り組む方向　　地域で交流を持とう（たまり場づくり、サロン活動）

　主な取組み５　　社協支部の活動を充実させ、地域にあった福祉活動を進めます。
○市民…社協活動への参加・協

力を行いました。
○団体…社協活動への参加・協

力を行いました。
○社協…各社協支部活動の支援

を行いました。
○行政…

○市民…住民懇談会参加者の
90％が社協活動へ参加し
ている。

○団体…社協等と連携・協力し
ながら更に活動をひろげ
る必要があります。

○社協…各社協支部に対し事業提
案等をすることが不足して
いました。

○行政…

○市民…社協活動を理解して積
極的に参加を進めていき
ます。

○団体…社協等の連携を図りな
がら地域の福祉活動を進
めていきます。

○社協…社協支部と連携を密に
して、情報提供、相談体
制の強化を図ります。

○行政…

　主な取組み１　　気軽に集まれる場をつくります。
○市民…個人・仲間同士で定期

的に集まりを行っています。
○団体…社協で実施しているサ

ロン運営の協力、活動を
通じての仲間づくりを行
いました。

○社協…サロン（高齢者・子育
て・障がい者）事業を開催
しました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場として拠点整備につ
いて検討しました。

○市民…気軽に集まれる地域も
そうでない地域がありま
す。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…地域のボランティア等
と連携して実施しました。
（延計237回）

○行政…整備拠点については、
実施に向けて、さらに検
討をすることが必要です。

○市民…隣近所や仲間どうしの
交流を深めていきます。

○団体…今後も継続して実施し
ていきます。

○社協…今後も団体・行政と連
携をして事業実施をして
いきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　世代間交流の機会をつくります。
○市民…
○団体…三世代の集い・地域交

流事業を実施しました。
○社協…世代間交流事業の実施。

さらに各学校が実施する
世代間交流事業を支援し
ました。

○行政…社会福祉協議会に事業
委託して三世代交流事業
を実施しました。

○市民…
○団体…様々な団体と連携して

事業実施・協力が必要で
す。

○社協…多様な分野で世代間交
流事業を実施しました。
（年14回）

○行政…社会福祉協議会に事業
を委託して、世代間交流
を実施することにより交
流の機会が創出できた。

○市民…
○団体…行政・社協等の連携を

図りながら今後も継続し
ていきます。

○社協…団体等と連携しながら
今後も継続していきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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　主な取組み３　　高齢者や子育て等のサロン活動を支援します。
○市民…社協などが主催するサ

ロンに参加協力しました。
○団体…サロン運営に協力した

り、一人暮らし高齢者に
参加を呼びかけました。

○社協…サロン（高齢者・子育
て・障がい者）事業を開
催しました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場としての拠点整備に
ついて検討しました。

○市民…住民懇談会参加者の
59％が参加協力しました。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…地域のボランティア等
と連携して実施。（延計
237回）

○行政…整備拠点については、
実施に向けて、さらに検
討をすることが必要です。

○市民…サロンを知らない高齢
者・子育て中の親に対し
て参加を呼びかけていき
ます。

○団体…社協等と連携・協力し
ながらサロン参加を呼び
かけていきます。

○社協…今後も団体・行政と連
携をして事業実施をして
いきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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３　基本目標    　みんなが安心して暮らせるまちづくり
３－１　　　基 本 計 画　　みんなで見守ろう
３－１－１　取り組む方向　　市地域に目を向けよう

　主な取組み１　　自分の住んでいる地域に目を向けます。
○市民…日頃から近所づきあい

に努めました。
○団体…
○社協…
○行政…

○市民…住民懇談会参加者の
97％が、自分の住んでい
る地域に関心を持ってい
ます。

○団体…
○社協…
○行政…

○市民…地域（常会）で集まれる
機会を増やすことにより、
交流を続けます。

○団体…
○社協…
○行政…

　主な取組み２　　地域のニーズ把握に努めます。
○市民…日頃から、近所づきあ

いに努めました。　
○団体…活動を通して、ニーズ

の把握に努めました。
○社協…社協支部等と連携して、

地域のニーズ把握に努め
ました。

○行政…民生委員・児童委員等
を中心に、地域のニーズ
把握に努めました。

○市民…常会を抜けたり、加入
しない人が増えてきてい
ます。

○団体…活動を通して把握した
意見を、行政や社協等必
要なところにつなげます。

○社協…地域のニーズ把握のた
めに、さらなる工夫や関
係機関との連携・強化が
必要です。

○行政…民生委員・児童委員を
はじめ、相談に応じる側
の実践的な研修を開催し、
相談体制の充実を図るこ
とにより、効果的なニー
ズ把握に努めました。

○市民…地域（常会）で集まれる
機会を増やすことにより、
交流を続けます。

○団体…今後も継続して実施し
ていきます。

○社協…地域ニーズを把握する
ために、社協支部との連
携強化を図り、引き続き、
地域ニーズの把握に努め
ます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　「困った時はお互いさま」の意識を高めます。
○市民…ご近所で、地域の清掃

等お互いに協力しました。
○団体…活動を通して、みんな

が協力できるように心が
けました。

○社協…講座や講演会等を通し
て、助け合いの意識の啓
発に努めました。

○行政…

○市民…住民懇談会参加者の
95％が、「困ったときはお
互いさま」の意識を持っ
ています。

○団体…活動内容が、市民に行
き届いていないので広報
の機会を増やします。

○社協…様々な分野の講座や講
演会を通して、震災時に
発揮された、共助の意識
の大切さを伝えることが
できました。

○行政…

○市民…地域（常会）で集まれる
機会を増やすことにより、
交流を続けます。

○団体…今後も継続して実施し
ていきます。

○社協…今後も継続して実施し
ていきます。

○行政…
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３－１－２　取り組む方向　　困ったら相談しよう（情報の共有）

３－１－３　取り組む方向　　子どもが健やかに育つまちづくりをしよう

　主な取組み１　　自治会・常会等で集まる機会を増やします。
○市民…常会で集まる機会が少

なくなってきました。
○団体…
○社協…
○行政…

○市民…住民懇談会参加者の
68％が、常会での集まり
などに参加しています。

○団体…
○社協…
○行政…

○市民…地域（常会）で集まれる
機会を増やすことにより、
交流を続けます。

○団体…
○社協…
○行政…

　主な取組み２　　専門機関につなぐことができるネットワーク体制をつくります。
○市民…
○団体…活動を通して、ニーズ

の把握に努めました。
○社協…社協支部を中心に、地

域のボランティア団体等
と連携して、地域のニー
ズ把握に努めました。

○行政…困難ケースの検討会を
開き、様々な職種の意見
を取り入れ、柔軟な対応
をしました。

○市民…
○団体…活動を通して把握した

意見を、行政や社協等必
要なところにつなげます。

○社協…把握したニーズについて、
個別の対応になってしまい、
ネットワークの形成までは
いたらなかった。

○行政…ケース検討会を実施し
たことにより、地域ケア
システムの効果が上がり
ました。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます。
○社協…地域ニーズを把握する

ために、社協支部との連
携強化を図り、引き続き、
地域ニーズの把握に努め
ます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　気軽に情報交換や相談できる場をつくります。
○市民…
○団体…活動を通して、ニーズ

の把握に努めました。
○社協…サロン活動等を通して、

市民が気軽に情報交換で
きる機会をつくりました。

○行政…福祉事務所と健康づく
り支援課（旧保健セン
ター）の窓口を同一フロ
アの同じ区域にまとめた。

○市民…
○団体…活動を通して把握した

意見（ニーズ）を、行政や
社協等と共有します。

○社協…相談できる場としての
サロン機能を充実させる
必要があります。

○行政…総合相談窓口の設置は
図れず、今後も検討して
いくことが必要です。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます
○社協…今後も継続して実施し

ます
○行政…現在策定中の地域福祉

計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
取
組
み

２
　
取
組
み
に
対
す
る
評
価・課
題
等

３
　
課
題
等
に
対
す
る
こ
れ
か
ら
の
方
向
性（
対
応
）

１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
取
組
み

２
　
取
組
み
に
対
す
る
評
価・課
題
等

３
　
課
題
等
に
対
す
る
こ
れ
か
ら
の
方
向
性（
対
応
）

１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
取
組
み

２
　
取
組
み
に
対
す
る
評
価・課
題
等

３
　
課
題
等
に
対
す
る
こ
れ
か
ら
の
方
向
性（
対
応
）

　主な取組み１　　子育てをサポートするしくみを充実させます。
○市民…
○団体…行政や社協と連携し、子

育てをサポートしました。
○社協…ファミリサポートセン

ター、中郷子どもの家、
子育てサロン等を開催し、
子育て世帯の支援に努め
ました。

○行政…母親クラブを設置し、
子育て相談や親子交流、
子育て情報の提供を図り
ました。

○市民…
○団体…行政や社協と連携する

ことにより、効果的に子
育て世帯を支援できまし
た。

○社協…必要な市民に、必要な
情報が届いていない現状
も見られました。

○行政…母親クラブ等の活動支
援を拡充を図ることによ
り、子育てをサポートす
る効果が上がりました。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます。
○社協…広報活動を充実させ、

今後も継続して実施しま
す。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
取
組
み

２
　
取
組
み
に
対
す
る
評
価・課
題
等

３
　
課
題
等
に
対
す
る
こ
れ
か
ら
の
方
向
性（
対
応
）



66 67

　主な取組み２　　関係機関・団体と協働して、世代間交流の場をつくります。
○市民…
○団体…行政や社協と連携し、

世代間交流活動に協力し
ました。

○社協…高齢者の生きがい対策
事業を通して、学校の世
代間交流活動に協力しま
した。

○行政…社会福祉協議会に事業
を委託して、三世代交流
事業を実施しました。

○市民…
○団体…行政や社協と連携し、

世代間交流活動を効果的
に協力することができま
した。

○社協…三世代の集いハイキン
グ等の世代間交流事業を
年14回開催し、世代間の
交流を図りました。

○行政…社会福祉協議会に事業
を委託して、世代間交流
事業を実施することによ
り子どもが健やかに育つ
まちづくりに効果が上が
りました。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます。
○社協…今後も継続して実施し

ます。
○行政…現在策定中の地域福祉

計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　登下校時における見守り活動の充実を図ります。
○市民…できる範囲での見守り

活動をしました。
○団体…活動を通して、実施し

ました。
○社協…社協支部を中心とする

安心なまちづくり推進事
業（見守り活動）を実施し
ました。

○行政…放課後児童の安全確保
のために、市内４か所に
放課後児童クラブを設置
しました。

○市民…住民懇談会参加者の
64％が、子どもたちの見
守り活動に参加しました。

○団体…行政や社協等と連携す
ることにより、効果的な
活動ができました。

○社協…各社協支部と地域の団
体が協力して活動しまし
た。

○行政…市内４か所に放課後児
童クラブを設置し、放課
後児童の安全確保を図る
ことができました。

○市民…今後も継続して実施し
ます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…市民が誰でも参加でき
る活動であることの周知
を図りながら、今後も継
続して実施します。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み４　　誰とでも気軽にあいさつできる関係をつくります。
○市民…子どもたちを見かけた

ら、あいさつしました。
○団体…活動を通して、実施し

ました。
○社協…世代間交流事業や見守

り活動を通して、気軽に
あいさつできる関係づく
りに努めました。

○行政…市内小・中学校17校で、
福祉教育の年間計画を作
成し実施しました。

○市民…住民懇談会参加者の
93％が、子どもたちを見
かけたらあいさつしまし
た。

○団体…各社協支部と地域の団
体が協力して活動できま
した。

○社協…各社協支部と地域の団
体が協力して活動できま
した。

○行政…学校や地域の特性に応
じた指導計画を作成する
ことにより、子どもが健
やかに育つまちづくりを
進めることができました。

○市民…今後も継続して実施し
ます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…市民が誰でも参加でき
る活動であることの周知
を図りながら、今後も継
続して実施します。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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３－１－４　取り組む方向　　高齢者が生きがいもてるまちづくりをしよう

　主な取組み１　　生きがい講座・サロン活動を充実させます。
○市民…自分の趣味に合わせて

参加しました。
○団体…行政や社協と連携して

活動しました。
○社協…生きがい講座や小地域

でサロン活動を実施しま
した。

○行政…各種講座や公民館講座
を開催し、多くの受講生
を集めました。

○市民…住民懇談会参加者の69％が、趣味
活動等をしました。

○団体…活動の広報を充実させることにより、
新たな参加を求めていくことも必要です。

○社協…高齢者のニーズに合わせた講座内
容を検討します。

○行政…各種講座や公民館講座を開催し、
多くの受講生を集めるも、講座を通じ
て得た知識や技術を市民講師として社
会活動に還元するまでは至りませんで
した。

○市民…どこでどのようなサークル
があるのかわからないので、
情報を得られるようにします。

○団体…団体活動に応じた講座に協
力するとともに、新たな人材
を養成します。

○社協…サロン活動を充実させるた
めに、さらに社協支部と連携
を図ります。

○行政…現在策定中の地域福祉計画
（第３期）策定委員会の中で検討。

　主な取組み２　　知識や技術を生かす機会をつくります。
○市民…それぞれの立場で、世

代間交流を図りました。
○団体…行政や社協と連携して

活動しました。
○社協…竹とんぼ作成等の文化

伝承や世代間交流事業を
実施しました。

○行政…高齢者の持つ経験や能力
を地域活動に生かせるよう
な場としてシルバー人材セ
ンターを活用し、その人の
経験や能力を生かせる求人
依頼により対応しました。

○市民…住民懇談会参加者の
80％が、世代間交流事業
などに参加しました。

○団体…行政や社協と連携する
ことにより、効果的な協
力ができました。

○社協…小学校等の世代間交流事
業を支援することにより、
高齢者の活躍の場を設ける
ことができました。

○行政…シルバー人材センターを活用するこ
とにより、高齢者の持つ経験や能力を
地域活動に生かすことができました。

○市民…今後も継続して実施し
ます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…今後も継続して実施し
ます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　介護予防の充実を図ります。
○市民…できる範囲で、散歩や

運動等をしました。
○団体…行政や社協と連携して

活動しました。
○社協…高齢者サロンや生きが

い対策事業の中で、介護
予防を推進しました。

○行政…地域リハビリ教室や高
齢者サロンの充実を図り
ました。

○市民…住民懇談会参加者の76％が、
日頃から運動をしています。

○団体…行政や社協と連携する
ことにより、効果的に活
動ができました。

○社協…体操以外の気軽に取り組
めるレクリェーションの内容
を検討する必要があります。

○行政…リハビリ教室・高齢者サロ
ンの開催回数や場所などの数値
的なものには大きな変化はない
が、内容の充実化は進みました。

○市民…今後も継続して実施し
ます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…内容がマンネリ化しな
いように、より効果的な
方法について検討します。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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　主な取組み４　　学校行事、町内会の行事をとおして世代間交流の場をつくります。
○市民…
○団体…行政や社協と連携して、

世代間交流事業に協力し
ました。

○社協…学校や町内会主催の事
業に職員の派遣や用具の
貸出をしました。

○行政…社会福祉協議会に事業
を委託して、三世代交流
事業を実施しました。

○市民…
○団体…行政や社協と連携する

ことにより、効果的に協
力することができました。

○社協…団体や行政からの協力
要請に対し、柔軟に対応
することができました。

○行政…社会福祉協議会に事業を
委託して、世代間交流事業を
実施することにより高齢者が
生きがいをもてるまちづくり
に効果が上がりました。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます。
○社協…今後も継続して実施し

ます。
○行政…現在策定中の地域福祉

計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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３－１－５　取り組む方向　　障がい児・者が暮らしやすいまちづくりをしよう

　主な取組み１　　障がい児・者のニーズ把握に努めます。
○市民…
○団体…行政や社協と連携して

活動しました。
○社協…障がい者サロンの開催

や障がい児者への相談支
援を実施しました。

○行政…自立支援協議会を通じ、
障がい者サービス関係者
の連携を図ることに努め
ました。

○市民…
○団体…把握したニーズの共有

方法を検討する必要があ
ります。

○社協…障がい者サロンを活用
して、より多くのニーズ
を把握します。

○行政…障がい者サービス関係
者の連携を図りましたが、
精神障がい者の方の社会
復帰に関するサービス事
業者の育成は、効果が上
がりませんでした。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます。
○社協…サロン活動以外のニー

ズ把握の方法について検
討していきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　「まち点検」を行い、危険個所の解消に努めます。
○市民…地域の危険個所につい

て、相談しました。
○団体…行政や社協と連携して

活動しました。
○社協…事業の中で、危険個所

マップを作成しました。
○行政…民生委員・広報誌・医

療介護福祉関係者等を通
じ、市民への相談窓口の
周知を実施しました。

○市民…住住民懇談会参加者の
50％が、危険個所を見つ
けた場合は相談しました。

○団体…把握した情報を関係機
関と共有する方法を検討
します。

○社協…作成された危険個所
マップを活用する方法を
検討します。

○行政…上記の取組みを実施し
た結果、相談窓口の周知
を図ることができた。

○市民…今後も継続して実施し
ます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…社協支部の協力を得な
がら、危険個所マップを
活用します。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　障がい児・者の生活を支えるための福祉活動をすすめます。
○市民…障がいを持つ方を見か

けたときは、声かけをし
ました。

○団体…行政や社協と連携して
活動しました。

○社協…障がい児・者のデイ
サービスや訪問介護、移
動入浴等を実施しました。

○行政…自立支援協議会を通じ、
障がい者サービス関係者
の連携を図ることに努め
ました。

○市民…住民懇談会参加者の
80％が、声かけをしまし
た。

○団体…行政や社協と連携して
活動することにより、効
果的に実施できました。

○社協…地域の方が参加できる
ようなインフォーマル
サービスが必要です。

○行政…障がい者サービス関係
者の連携を図りましたが、
精神障がい者の方の社会
復帰に関するサービス事
業者の育成には、効果が
上がりませんでした。

○市民…日頃から、声かけする
ことを心がけます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…関係機関と連携し、市
民が障がいに関し理解を
深めれるように努めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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４　基本目標    　みんなですすめるまちづくり
４－１　　　基 本 計 画　　人にやさしいまちづくりをしよう
４－１－１　取り組む方向　　人を育てよう（人材の育成）

　主な取組み１　　地域で活躍してくれる人材を掘り起こします。
○市民…活動するときは、友

人・知人に声をかけまし
た。

○団体…活動に関心を持っても
らうために、市民向けの
講座を開催しました。

○社協…地域活動に視点をおい
た講演会等を実施し、人
材育成に努めました。

○行政…ボランティアグループ
連絡会事務局と連携し、
精神衛生関係・認知症サ
ポーター、その他必要な
養成講座等を継続して開
催しました。

○市民…住民懇談会参加者の
80％の方が、地域で活躍
してくれる方がいると思
います。

○団体…講座に関する広報活動
を積極的に行うべきでし
た。

○社協…地域で活躍してくれる
方はいるが、今後新たな
人材の掘り起こしが必要
です。

○行政…ボランティアグループ
連絡会と連携して実施し
たことにより、人材育成
の効果が上がりました。

○市民…若い世代が、地域活動
に参加してくれるように
声かけを行います。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…本会事業、広報誌等を
通して地域福祉活動の人
材の掘り起しに努めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　ボランティアや地域活動団体等の担い手を養成します。
○市民…　
○団体…行政や社協と連携して

活動しました。
○社協…各種講演会等を通して、

新たな担い手の養成に努
めました。

○行政…ボランティア活動者が、
日常的に意見交換できる
ような活動拠点の整備を
行いました。

○市民…
○団体…研修会などを通して、

会員の資質の向上を図る
ことができました。

○社協…今後も、新たな担い手
の養成に努めます。

○行政…拠点整備については、
実施に向けて、さらに検
討をすることが必要です。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます。
○社協…広報誌や活動者の協力

等により、担い手の養成
に努めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　地域福祉活動を進めるためのリーダーを育成します。
○市民…
○団体…行政や社協と連携し活

動しました。
○社協…社協支部長等会議や研

修会を開催し、情報提供
や意見交換等を行うこと
により、リーダーの育成
に努めました。

○行政…ボランティアグループ
連絡会事務局と連携し、
精神衛生関係・認知症サ
ポーター、その他必要な
養成講座を継続して開催
しました。

○市民…
○団体…各種研修会に参加する

など、リーダーを育成す
るとともに、活動内容を
周知することにより、新
たな人材を確保すること
が必要であった。

○社協…地域で活躍している団
体に対して、福祉情報等
を適切に提供する工夫が
足りませんでした。

○行政…ボランティアグループ
連絡会と連携して実施し
たことにより、効果が上
がりました。

○市民…
○団体…今後も継続して実施し

ます。
○社協…市民に、地域福祉に関

心を持ってもらえるよう
な福祉情報を提供します。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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４－１－２　取り組む方向　　地域の支え合う力をたかめよう

　主な取組み１　　市民の参加を進めて地域福祉活動を充実させます。
○市民…声かけ、花植え、缶拾

い等、個人活動、常会等
の地域活動を実施しまし
た。

○団体…目的に応じた地域活動
を実施しました。

○社協…社協たよりやホーム
ページで事業案内すると
ともに、参加しやすいよ
う休日を活用して、講演
会等を開催しました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場としての拠点整備に
ついて検討しました。

○市民…住民懇談会参加者の
100％の方が、地域福祉活
動に参加しました。

○団体…団体への理解のため、
今後も市民への広報が必
要です。

○社協…概ね順調だが、活動を
継続できるようにフォ
ローが必要です。

○行政…拠点整備については、
実施に向けて、さらに検
討することが必要です。

○市民…活動に積極的に参加し
ていきます。

○団体…活動を通して、地域の
つながりを深めていきま
す。

○社協…講演会等の開催、広報
等での活動紹介、参加を
進める工夫をしていきま
す。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　ぬくもりのあるネットワークをひろげます。
○市民…声かけなどをして楽し

く活動しました。　
○団体…各会員が地域の中で活

動しました。
○社協…各種事業を通して、日

頃から地域のコミュニ
ティ形成に努めました。

○行政…社会福協議会に事業委
託して三世代交流事業を
実施しました。

○市民…住民懇談会参加者の全
員が、隣近所の方とお互
いに協力し合うことがで
きています。

○団体…今後も、関係機関とさ
らなる連携が必要です。

○社協…今後も、必要な地域で
必要な事業を実施するこ
とが必要です。

○行政…社会福祉協議会に事業
を委託して、三世代交流
事業を実施することによ
り成果が上がりました。

○市民…あいさつ、声掛けをす
ることで、地域のぬくも
りあるネットワークを広
めます。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…社協支部を中心に「声
かけ・あいさつ運動」を
継続していきます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　誰もが助けあえる仕組みをつくります。
○市民…
○団体…各会員が地域の中でで

きることを行います。
○社協…講演会等により、いざ

という時の助け合いの重
要性の啓発に努めました。

○行政…避難行動要支援者に申
請書を配布、申請者に対
しては個別支援プランを
作成。また、避難後に特
別な支援を必要する者を
受け入れる福祉避難所に
ついても７施設と協定締
結済。

○市民…
○団体…活動者はいつも同じで

した。
○社協…行政と連携した事業の

実施、防災活動等を通し
ての意識の啓発が必要で
す。

○行政…上記の取組みを実施し
たことにより、効果が上
がりました。

○市民…
○団体…活動を通して、助け合

いの仕組みづくりを進め
ていきます。

○社協…今後も継続して実施し
ます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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４－１－３　取り組む方向　　行政や他分野と連携しよう

　主な取組み１　　市民、団体、行政がお互いに連携します。
○市民…行政、地域の団体等と

協力して活動に取り組み
ました。

○団体…行政、社協からの事業
協力（交流）の機会に参加
した。

○社協…社協支部を主体とした
地域活動のサポートをし
ました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場として拠点整備につ
いて検討しました。

○市民…懇談会では95.12％が
出来ていたが、連携以前
に常会、子ども会が無く
なっている。

○団体…他団体の活動をサポー
トする機会が不足してい
た。

○社協…地域福祉活動をサポー
トするためには、さらに
社協支部との連携が必要
です。

○行政…拠点整備については、
実施に向けて、さらに検
討をすることが必要です。

○市民…「誰かがやるではなく、
自分がやる」他人事にし
ない人づくり。

○団体…他団体と連携をするこ
とにより、地域福祉活動
に取り組んでいきます。

○社協…地域の活動団体等の情
報を収集し、それを地域
に還元するなど支援に努
めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　分野ごとの特色を生かした活動をすすめていきます。
○市民…行政、社協の開催する

活動に参加しました。　
○団体…社協、行政と連携して

活動しました。
○社協…団体の主体性を尊重し

ながら活動支援に努めま
した。

○行政…地域包括支援センター
を軸としたケア会議等を
実施し、官民で意見交換
のネットワークにより、
相互協力を図る体制の基
礎を図りました。

○市民…住民懇談会参加者の全
員が、自ら進んで活動し
ました。

○団体…特色を生かした活動を
進めることができました。

○社協…各種団体と連携し、さ
らなる地域福祉の向上に
努める必要があります。

○行政…上記の取組みを実施し
たことにより、効果が上
がりました。

○市民…今後も地域活動に積極
的に参加しました。

○団体…今後も継続して実施し
ていきます。

○社協…団体の主体性を尊重し
ながら、今後も活動支援
に努めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
活動（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　地域福祉活動をサポートする体制をつくります。
○市民…
○団体…行政、社協等と連携し、

地域福祉活動に取り組み
ました。

○社協…社協支部を主体とした
地域活動のサポートをし
ました。

○行政…市民活動の交流や連携
の場としての拠点整備に
ついて検討しました。

○市民…
○団体…他団体の活動をサポー

トする機会が不足してい
た。

○社協…地域福祉活動をサポー
トするためには、さらに
社協支部との連携が必要
です。

○行政…拠点整備については、
実施に向けて、さらに検
討をすることが必要です。

○市民…
○団体…他団体と連携すること

により、地域福祉活動に
取り組んでいきます。

○社協…地域の活動団体等の情
報を収集し、それを地域
に還元するなど支援に努
めます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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４－１－４　みんなの計画をみんなで進めよう

　主な取組み１　　各地区にあった活動を進めていきます。
○市民…地域で実施する防災組

織、イベント、祭事等へ
参加しました。

○団体…各会員が各地区におい
て活動に参加しました。

○社協…社協支部が実施する各
種事業に職員を派遣する
などして活動を支援しま
した。

○行政…地域に根差したボラン
ティア活動を推進しまし
た。

○市民…住民懇談会参加者は
68％の方が、地域活動に
参加しました。

○団体…活動を通して、地域の
繋がりを深めることがで
きました。

○社協…地域福祉活動を進める
ためにさらに社協支部と
の連携が必要です。

○行政…社会福祉協議会が事務
局となっているボラン
ティアグループ連絡会が
活動の推進を図りました。

○市民…地域の行事には積極的
に参加します。

○団体…今後も継続して実施し
ます。

○社協…各地区の生活課題を把
握し、社協支部の活動に
反映させます。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み２　　取組み委員会で計画の進み具合について話し合います。
○市民…取組み委員会は実施さ

れなかったため、参加で
きませんでした。　

○団体…取組み委員会は実施さ
れなかったため、参加で
きませんでした。

○社協…取組み委員会について
は、未着手でした。

○行政…取組み委員会は実施さ
れなかったため、参加で
きませんでした。

○市民…住民懇談会参加者の
48％の方が、計画の進み
具合について関心があり
ます。

○団体…多くの会員が計画を
知っていたが、周知方法、
活動方法が分かりません
でした。

○社協…計画の進捗状況の確認
のため、委員会の設置は
必要です。

○行政…未評価

○市民…地域で話し合う機会
（住民懇談会等）に参加し
ます。

○団体…地域で話し合う機会
（住民懇談会等）に参加し
ます。

○社協…取組み委員会（仮称）を
設置します。

○行政…現在策定中の地域福祉
活動（第３期）策定委員会
の中で検討。

　主な取組み３　　社協支部が中心となって、新たな地域の生活課題に取り組みます。
○市民…社協支部の活動に協力

しました。
○団体…社協支部の活動に協力

しました。
○社協…社協支部が実施する各

種事業に職員を派遣する
ことにより支援しました。

○行政…社会福祉協議会が事務
局となっているボラン
ティアグループ連絡会が
活動の推進を図りました。

○市民…住民懇談会参加者の
87％が、社協支部の活動
に協力しました。

○団体…社協支部との連携をさ
らに充実させることが必
要です。

○社協…社協支部長等会議や研
修会を今後も継続して実
施することが必要です。

○行政…ボランティア連絡会等
の団体を通して、活動の
推進をしたことにより、
効果が上がりました。

○市民…地域で話し合う機会
（住民懇談会等）に参加
します。

○団体…地域で話し合う機会
（住民懇談会等）に参加
します

○社協…社協支部の活動が広く
市民に理解してもらえる
ように、効果的な広報を
検討することが必要です。

○行政…現在策定中の地域福祉
計画（第３期）策定委員会
の中で検討。
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　　　２　第２次地域福祉活動計画の策定経過

平成26年６月20日㈮　　第１回策定委員会
○第２次地域福祉活動計画策定の目的と意義について
○第２次地域福祉活動計画策定スケジュール（案）について
○地域福祉活動計画の進ちょく状況（現状評価）について
○その他

　＜住民懇談会＞
平成26年７月24日㈭　　平潟支部住民懇談会　　参加者27名
平成26年７月25日㈮　　磯原支部住民懇談会　　参加者26名
平成26年７月25日㈮　　関本支部住民懇談会　　参加者29名
平成26年７月26日㈯　　華川支部住民懇談会　　参加者30名
平成26年７月26日㈯　　関南支部住民懇談会　　参加者20名
平成26年７月26日㈯　　大津支部住民懇談会　　参加者40名
平成26年７月30日㈬　　中郷支部住民懇談会　　参加者43名

※住民懇談会参加者合計　215名
平成26年９月22日㈪　　第２回策定委員会

○住民懇談会の結果報告について
○第２次地域福祉活動計画の体系図と構成について
○その他

平成26年10月28日㈫　　支部長等会議（住民懇談会の報告）
○地域福祉活動計画における支部の役割について
○その他

平成26年12月17日㈬　第３回策定委員会
○第２次地域福祉活動計画（素案）について
○その他

平成27年２月26日㈭　第４回策定委員会
○第２次地域福祉活動計画（案）について
○その他
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　　　３　第２次地域福祉活動計画策定委員会設置規程

平成21年１月20日
北茨社協規程第２号

　（目的及び設置）
第１条　北茨城市における住民主体の地域福祉の推進及びそれに伴う社会福祉法人北茨城市社会福
祉協議会（以下「本会」という。）の充実・強化を図るため、第２次北茨城市地域福祉活動計画
（以下「活動計画」という。）を策定することを目的として、本会に第２次北茨城市地域福祉活
動計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を設置する。

　（所掌事務）
第２条　策定委員会は、活動計画の策定に関する必要事項を審議する。

　（組織）
第３条　策定委員会は、次の掲げる者のうちから15名以内をもって組織し、会長がこれを委嘱する。
⑴　地域住民組織代表者
⑵　社会福祉事業関係者
⑶　社会福祉に関する活動を行う者
⑷　学識経験者
⑸　社会福祉協議会役職員
⑹　その他、会長が必要と認める者

　（任期）
第４条　策定委員の任期は、所掌事項が終了するまでとする。

　（委員長及び副委員長)
第５条　策定委員会には、委員長１名、副委員長１名を置く。
２　委員長及び副委員長は、委員の互選による。
３　委員長は、委員会を代表するほか、策定委員会の議長となる。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。

　（策定委員会）
第６条　策定委員会は、委員長が招集する。ただし、第１回の策定委員会については会長が招集す
る。

２　策定委員会は、委員の過半数の出席がなければ開催することができない。
３　策定委員会は、必要に応じて委員以外の者を出席させ、説明又は意見を求めることができる。

　（専門委員会）
第７条　委員長は、活動計画の充実を図るため、専門委員会を設置することができる。
２　専門委員会について必要な事項は、別に定める。

　（守秘義務）
第８条　委員は、業務上知り得た秘密を漏らしてはならない。

　（事務局）
第９条　策定委員会の庶務は、本会事務局において処理する。

　（その他）
第10条　この規程に定めるもののほかに、策定委員会に関し必要な事項は、委員長が策定委員会に
諮り、その都度定める。

　　　　附　則
この規程は、平成21年４月１日から施行する。
　　附　則（平成26年規程第３号）
この規程は、平成26年６月１日から施行する。
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No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

選　出　区　分

地域住民組織代表

社会福祉事業関係者

社会福祉に関する
活動を行う者

　

学 識 経 験 者

　

社会福祉協議会
役　　職　　員

団　体　名　等

中郷第一小学校PTA会長

グループホームアーシャ代表

大津町ご近所声かけ隊長

社会福祉法人ときわの杜事務長

北茨城市社会福祉課長

北茨城市高齢福祉課長

連合民生委員児童委員協議会長

ボランティアグループ連絡会相談役

茨城大学准教授

Ｃ・Ｓ・Ｉ研究所代表

元小学校長

社会福祉協議会副会長

社会福祉協議会理事

社会福祉協議会理事

社会福祉協議会理事

田　中　伊智朗

鈴　木　　　胖

村　田　　　章

鷺　　　博　明

滝　　　文　裕

赤　津　明　男

武　田　藤　夫

久保田　三枝子

長谷川　幸　介

外　岡　　　仁

沼　田　昇　平

茅　根　修　善

山　縣　　　賢

小　松　嘉　洋

佐　藤　一　男

副委員長

委 員 長

氏　　　名 備　考

※順不同
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